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2009年 5月 28日 

米長期金利急騰も持ち高調整のドル買い戻しで米トリプル安は回避 

今週のリスクイベントの一つであった米自動車

GM の再建問題は、債務削減計画で同意が得ら

れず、連邦破産法 11 条の適用申請が不可避な
情勢となった。 もっとも、市場の関心は破産法適

用申請後に移っており、混乱を最小限に抑えるた

めの事前調整の進捗状況が焦点となるため、現

時点では目立った影響はみられていない。 
二つ目の注目イベントであった米 4月中古住宅
販売件数は、年率換算で前月比＋2.9％の 468
万戸となり、市場予測の 466万戸を上回って 2 ヶ
月ぶりの増加に転じたが、在庫件数が前月比＋

8.8％の 396.8万戸、販売実績に対する在庫比率
が 10.2ヶ月分と 5ヶ月ぶりの高水準（5～6.5ヶ月
が適正）となったため、好材料とはならなかった。 
そして、3つ目の注目イベントであった米 5年債

の 350 億㌦の入札は、外国中銀を含む間接入札
の割合が 44.2％と、過去 10 回の平均 32.4％を
上回ったほか、投資家の需要を測る指標の応札

倍率が 2.32倍と、過去 10回の平均 2.17倍を上
回る順調な入札結果となった。 
 しかし、過去最高に上る国債発行を吸収できな

いとの懸念を和らげることができず、この日の米

債券市場は 4 営業日連続の下落で、長期金利の
指標となる 10 年債利回りは 3.7381％と昨年
11/13以来の水準へ急騰している。 
米株式市場では、長期金利の急騰が借り入れ

コストの上昇や金融緩和効果を妨げるとの懸念か

ら全セクターが売られる展開となり、NY ダウは前
日の急伸分のほとんどを失う格好となった。 
為替市場では、前日の株高局面で買われた通

貨が米株の急落をきっかけに売り戻されたため、

米ドルは英ポンドを除く主要通貨に対して広範に

買い戻され、米当局が警戒するトリプル安は回避

されている。（⇒経験則では、米金融市場が不安

定な状況下ではドル高が促されることが多い） 
もっとも、現状はリーマン破たん後の“質への逃

避”や“リパトリエーション”で米ドルが買われた局

面とは異なっており、足下の手仕舞いや持ち高調

整一巡後の動向が重要となってこよう。 
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ドルの対主要通貨相場（NYクローズベース）
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米中古住宅販売在庫の推移
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本日は 260億㌦の 7年債入札が予定されており、6月には本丸の 10年債入札を控えている。 
市場では、年内だけで最低 2 兆㌦規模の国債発行が見込まれており、米長期金利の潜在的な上昇圧力が
米経済および金融市場の波乱要因となり続けることは念頭に置いておきたい。  
足下の米長期金利の急騰は、FRB に国債買入れ増額を促す催促相場の側面もあり、この戦いは始まっ
たばかりといえよう。 
 
さて、ドル／円は上値攻防の焦点であった

日足均衡表の『転換線』を NY クローズで上
抜け、本日 11 時現在では『雲の下限』を突き
抜けて分厚い『抵抗帯』へ突入している。 
本日は Fibonacci retrace pointの 96.12

円処（＝38.2％ of 99.80⇒93.85）を巡る上
値攻防が焦点となるが、『遅行線』を重視する

観点からはNYクローズが95.56円処を維持
することができるかどうかに注目したい。 

NY クローズの軌道を示す『遅行線』が好
転するには、同じ時間軸の抵抗帯や日々線

を上抜く必要がある。 本日は、戻りの強さを

見極める必要があるが、大勢での戻り売りス

タンスは維持しておきたい。 
（5月 28日 11：30記） 
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基本数値 記号 呼称
単純 １ 9 × 一節
単純 ２ 17 △ 二節
単純 ３ 26 ○ 一期

（三節）
複合 ４ 33 一期一節
複合 ５ 42 一期二節
複合 ６ 65

76 一巡
（三期）

複合 ８ 129
複合 ９ 172
複合１０ 200-257

●一目均衡表「基本数値」
基本数値 記号 呼称

単純 １ 9 × 一節
単純 ２ 17 △ 二節
単純 ３ 26 ○ 一期

（三節）
複合 ４ 33 一期一節
複合 ５ 42 一期二節
複合 ６ 65

76 一巡
（三期）

複合 ８ 129
複合 ９ 172
複合１０ 200-257

●一目均衡表「基本数値」

複合 ７

一期二節
43 days
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一期二節
42 days

101.45
04/06

複合6
65 days

一巡+1
77 days

95.63
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93.85
05/22
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42 days


